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＜連絡事項＞
・明日、保健所の立ち入り調査実施。
・トラブルになる事があるので、患者様からの私物発注は担当で行う対応で、お願いし
ます。
・本日、H30年度第3回法人研修メンタル４階メモリアルホールで
　テーマ：｢医療・介護事故予防と事故時の対応について」

 　講　師：鈴木　陽大　弁護士がありますので、参加願います。
・検査技師不在時、ジプラシドン用の心電図（ジプラシドン服用後）を病棟で実施する
　事となります。機材は、前日に佐藤志穂さんが病棟に運びます。

・シュレッターは故障の為、本日、朱夏のスタッフが回収しています。
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～本日昼から3食パン（ハーフ食・軽々食）メイバランスミニ1本（0-1-0）牛乳3本（1-1-1）へ変更。
・中里　ハナイ様～本日昼から食事変更。常食（ハーフ食）・キザミ – おにぎり1ヶ、メイバランスミニ3本（1-1-1）となる。
千葉　隆夫様～9月14日9:30　介護認定調査実施。
・鹿原　博夫様～血便見られている為、点滴にアドナ１A追加となり、9/5～9/7まで処方。肛門部の疼痛訴え聞かれている為、ボラザG 軟膏1本/日　3日分処方となる。
・佐藤　俊也様～少量の排便はあるが、腹満著明で腹痛の訴えあり。田名部Drへ報告しセンナリド2T　3日分処方となる。
・小笠原　久年様～右大腿部に発赤見られ掻痒感の訴えあり。田名部Drへ報告しオイラックスクリーム1本処方となる。
・上村　ソガ様～バルン交換予定日だが、深澤Drより抜去し様子観察の指示あり実施。

・小向　静江様～両足底と足趾に水疱やびらん形成し歩行時疼痛あり、本日皮膚科受診。ゲンタマイシン塗布+ガーゼ保護の指示あり、ゲンタマイシン2本処方。
・中居　敬悦様～右手と左指の痂疲化している部位に掻痒感あり、持参の軟膏は切れてい
る。本日皮膚科受診し、左手は皸裂部にアズノールを刷り込んだ後手全体にデルモゾ―ルDP軟膏塗布+ガーゼ保護、右手はデルモゾ―ルDP軟膏塗布+ガーゼ保護の指示となり、デルモゾ―ルDP軟膏2本　アズノール1本処方となる。
・立花　圭様～母様へ本人希望の散髪を当院の床屋では難しい事を電話連絡にて報告して
いる。9/12の外出時に美容室を利用する予定となる。
・古川　忍様～衣類はスタッフ管理となっていますが、汚染された衣類が混入している
事がある為、混ざらないよう注意するよう周知をお願いします。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。要求時のドア叩きやドア蹴りは続いているが対面時は穏やかに話す事が出来ている。訪室時、下半身半裸になり陰部露出させていたがスタッフ対応で着衣スムーズ。2時覚醒し、ドア叩きあり不眠で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。入浴時スタッフ介入も聞
き入れず、浴室に浸かりながら飲水見られている。5:33起床し、「でんき・
でんき」とドア叩き見られる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の
処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

　　　　　　　

・木村　格治様～終日隔離中。午前中は高圧的な態度や命令口調も目立ったが内服スムーズに行えており、昼食後より言動行動共にやや穏やかになっている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。スタッフの顔を凝視し、「眼鏡はパリミキですか。」「コメはお酒を飲むので食べません。」など唐突に話す。拒薬はなくスムーズに内服される。始めは会話の受け答えも可能だが、脱線して妄想発言へと移行する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・田村　ツキ様～右第1指側手根骨部の腫脹軽度みられる。移乗時等、疼痛訴え持続。
・畑中　成夫様～必要以上の話し掛けもなく、ホールにて座って経過される。

・佐藤　俊也様～腹痛訴え持続。腹壁ややハード。上行結腸付近に便塊軽度触れる食事、水分摂取は出来ている。本人へ説明する。
・泉山　紀子様～歯磨き用のコップでの飲水見られる。妄想発言の訴えは少なく、ホールにて座って経過される。
・熊谷　樹里様～朝不食、昼2/3摂取され、拒薬はない。苛々感なし。
・鹿原　博夫様～バイタルサインの異常なし。黒色の水様～泥状便は持続してみられている。
・八木橋　クニ様～午前体温は37.1℃、他バイタルサインの異常は無し。経管栄養トラブ
　　　　　　　　　ル無く終了。嘔気・嘔吐無し。
・安達　貴浩様～ホールで書き物をして過ごしている。話し掛けはやや多いが、苛々感の
訴えはない。
＜馬渡Dr　診察情報＞
・八木田　クニ様～痰絡みある為、アンブロキソールが7日分追加処方となっている。臨時処方はバルブロ酸10ml→12mlへ増量し他は同様で7日分処方となっている。
・高坂　キヨ様～臨時薬の処方内容は同様で7日分処方となっている。水分摂取困難な為、本日のみ点滴1本実施指示となる。
・熊谷　樹里様～臨時薬は同様で7日分処方となっている。
・古川　忍様～状態落ち着いている為、退院(施設入所)支援進めて行ってください。臨時薬は同様で7日分処方となっている。
・千葉　隆夫様～臨時薬のハロペリドール（0.75）2錠→3錠へ増薬となり、他、同内容で7日分処方となっている。
・家口　武雄様～両側の浮腫著明。明日朝よりフロセミド（20）0.5錠/1×7日分処方となる。他の臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・田村　ツキ様～右手1指の疼痛訴え、昨日Ⅹ-P施行しているが、明らかな骨折の所見無く、外用薬で経過見てください。臨時薬は同様で7日分処方となっている。
